
愛
知
県
病
院
事
業
庁
職

員
組
合
は
、
愛
知
県
立
病

院
が
地
方
公
営
企
業
法
全

部
適
用
に
伴
い
、
愛
知
県

職
員
組
合
か
ら
独
立
し
て

２
０
０
６
年
11
月
に
設
立

し
ま
し
た
。
当
初
は
、
右

も
左
も
わ
か
ら
ず
に
、
県

職
組
合
の
力
を
借
り
て
運

営
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

10
年
で
病
院
組
合
独
自
で

課
題
へ
の
取
り
組
み
を
行

い
、
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で

来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ひ
と
え
に
愛
知
県
職
員
組

合
を
始
め
と
す
る
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

支
援
の
賜
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
10
年
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
一
番
の

出
来
事
は
、
尾
張
地
方
の

地
域
医
療
を
担
っ
て
い
た

愛
知
県
立
循
環
器
呼
吸
器

病
セ
ン
タ
ー
（
旧
尾
張
病

院
）
が
一
宮
市
民
病
院
と

の
統
合
に
よ
り
、
２
０
１

０
年
9
月
で
廃
院
さ
れ
た

こ
と
で
す
。

病
院
組
合
は
、
２
０
０

９
年
３
月
か
ら
地
元
の

「
公
立
病
院
を
守
る
会
」

と
一
緒
に
な
っ
て
１
年
半
、

知
事
、
県
議
会
、
病
院
事

業
庁
長
へ
病
院
存
続
を
訴

え
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

無
理
で
し
た
。
地
元
県
議

会
議
員
の
変
わ
り
身
の
早

さ
に
は
驚
か
さ
れ
た
印
象

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
跡
地

に
尾
張
診
療
所
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
４
年
半
で

廃
止
。
現
在
は
、
売
却
が

完
了
し
更
地
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
で
も
、

一
宮
市
民
病
院
へ
行
っ
た

看
護
師
の
「
い
い
で
す
ね
、

事
務
の
人
は
。
戻
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
。
」
と
い
う

言
葉
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

（
当
時
城
山
病
院
）
は
、

改
築
等
が
決
定
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
部

有
識
者
に
よ
る
あ
り
方
検

討
会
に
諮
ら
れ
て
し
ま
い
、

改
築
工
事
開
始
が
延
期
さ

れ
、
さ
ら
に
、
東
日
本
大

震
災
・
名
古
屋
駅
前
の
開

発
に
伴
う
資
材
の
高
騰
等

に
よ
る
入
札
の
不
調
が
あ

り
、
全
面
オ
ー
プ
ン
予
定

が
平
成
30
年
2
月
に
ま
で

遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
で
は
、
給

食
・
看
護
助
手
の
退
職
不

補
充
に
よ
る
委
託
化
、
経

営
改
善
に
伴
う
収
益
を
生

み
出
さ
な
い
事
務
職
員
の

大
幅
削
減
、
７
対
１
入
院

基
本
料
算
定
に
伴
う
看
護

師
確
保
の
困
難
、
小
児
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
慢
性
的

な
欠
員
状
況
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

現
在
、
地
域
医
療
構
想

な
ど
に
よ
り
医
療
を
取
り

巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
病

院
組
合
は
「
良
い
患
者
サ
ー

ビ
ス
は
良
い
労
働
条
件
か

ら
」
を
第
一
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
つ
い
て
組
合

員
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
一
致
団
結
し
て
困
難

に
立
ち
向
か
っ
て
行
き
ま

す
。今

後
と
も
、
皆
様
の
御

指
導
、
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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11月29日 愛知県病院事業庁職員組合設立大会（名古屋港湾会館）

＜2007（平成19）年度＞

12月1日 松井通庫執行委員長就任

2月20日 第１回中央委員会

6月16日 第２回中央委員会

11月28日 第２回定期大会（愛知県水産会館）
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6月24日 第３回臨時大会（ウィルあいち）
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            私たちの病院」

11月26日 第５回定期大会（愛知県産業労働センター）

＜2010（平成22）年度＞

1月28日 学習会「①病院給食の役割と私たちの仕事
           ②お笑い健康講座」

9月30日 循環器呼吸器病センター閉院・同分会廃止

10月1日 がんセンター尾張診療所開設・同分会設立　

一宮市民病院分会設立

11月25日 第６回定期大会（ウィルあいち）

＜2011（平成23）年度＞

12月1日 吉本典正執行委員長就任

1月28日 学習会「２交替制勤務について」

10月3日 学習会「病院に笑いを届ける道化師」

11月24日 第７回定期大会（ウィルあいち）

＜2012（平成24）年度＞

11月27日 第８回定期大会（ウィルあいち）

＜2013（平成25)年度＞

3月31日 一宮市民病院分会廃止

11月26日 第９回定期大会（ウィルあいち）

＜2014(平成26）年度＞

12月2日 規約変更にかかる全員投票

3月31日 がんセンター尾張診療所廃止・同分会廃止

10月24日 学習会「どうなる独法化による賃金・労働条件!?」

11月27日 第10回定期大会（ウィルあいち）

＜2015（平成27)年度＞

12月1日 権田行儀執行委員長就任

11月11日    学習会「病院の独法化で悪くなったこと、
            良くなったこと」

11月26日 第11回定期大会（ウィルあいち）

＜2016(平成28）年度＞

11月29日 第12回定期大会（ウィルあいち）
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病
院
組
合
の
設
立
十
周

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、

各
病
院
の
様
々
な
分
野
で

か
け
が
え
の
な
い
仕
事
に

昼
夜
分
か
た
ず
携
わ
っ
て

居
ら
れ
る
皆
さ
ま
に
、
心

か
ら
敬
意
と
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
原
稿
依
頼
を
受

け
、
改
め
て
振
り
返
る
と

思
い
出
は
枚
挙
に
遑
が
あ

り
ま
せ
ん
。

設
立
経
緯
は
、
県
立
５

病
院
（
現
在
４
）
が
地
方

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用

で
病
院
事
業
庁
と
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
、
組
合
も
病

院
協
議
会
か
ら
病
院
事
業

庁
職
員
組
合
へ
と
組
織
編

成
を
し
て
、
県
職
と
共
に

県
職
連
合
に
結
集
。
地
方

公
営
企
業
労
働
関
係
法
に

基
づ
く
組
合
運
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ

の
頃
各
病
院
で
は
、

政
府
の
医
療
費
抑
制
策
の

下
で
、
事
業
庁
は
二
本
柱

で
あ
る
「
経
営
の
健
全
化

と
良
質
な
医
療
の
提
供
」

を
掲
げ
、
機
能
見
直
し
・

民
間
委
託
化
・
人
件
費
削

減
・
収
入
確
保
や
経
費
削

減
を
重
点
に
置
き
、
大
き

な
歪
み
を
抱
え
て
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

一
方
、
現
場
で
は
、
よ

り
充
実
し
た
医
療
、
看
護

を
提
供
す
る
た
め
、
診
療

内
容
の
拡
充
や
変
更
、
高

度
化
等
、
複
雑
・
多
岐
に

渡
り
、
が
ん
・
循
環
器
呼

吸
器
・
小
児
・
結
核
・
精

神
、
ど
の
分
野
も
大
き
な

役
割
を
担
い
、
し
か
も
救

急
・
不
採
算
部
門
で
も
公

的
機
関
と
し
て
の
意
義
は
、

当
時
も
今
も
厳
然
た
る
存

在
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

特
に
、
給
食
業
務
の
委

託
化
・
小
児
二
次
救
急
・

循
呼
統
合
に
伴
う
医
療
水

準
確
保
と
身
分
保
障
等
・

緩
和
ケ
ア
と
長
時
間
二
交

代
制
・
城
山
病
院
改
築
問

題
等
、
難
題
に
対
応
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
病
院
職
員
の

状
況
と
言
え
ば
、
慢
性
的

な
時
間
外
労
働
、
取
れ
な

い
休
息
・
休
憩
・
年
休
、

職
種
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
や
、
一
分
一

秒
の
緊
張
の
連
続
、
大
き

く
変
化
す
る
患
者
さ
ん
の

背
景
、
疲
労
蓄
積
、
メ
ン

タ
ル
な
療
休
‥
こ
う
し
た

厳
し
い
労
働
実
態
で
し
た
。

こ
れ
ら
幾
多
の
問
題
を

自
分
達
が
、
そ
の
職
場
自

体
を
基
礎
と
し
て
、
共
通

す
る
課
題
を
抱
え
る
医
療

職
場
の
連
携
こ
そ
解
決
の

手
立
て
で
あ
り
、
５
病
院

の
団
結
を
力
に
、
患
者
さ

ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
医
療

看
護
を
目
指
し
、
生
活
・

労
働
条
件
改
善
、
働
き
甲

斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
最
高
に
喜

ば
し
い
事
と
し
て
二
点
、

一
つ
は
労
働
協
約
の
締
結

が
で
き
た
こ
と
で
あ
り
、

使
用
者
で
あ
る
事
業
庁
・

所
属
と
そ
の
都
度
、
労
働

条
件
の
提
示
・
協
議
・
確

認
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
事
は
何
よ
り
の
宝
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
各

分
会
で
委
員
会
の
開
催
が

根
づ
い
て
き
た
事
で
す
。

程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、

変
則
勤
務
の
中
、
皆
苦
労

し
つ
つ
、
主
体
的
に
日
常

の
改
善
に
継
げ
る
取
り
組

み
と
し
て
、
息
長
く
少
し

ず
つ
深
め
、
大
事
に
継
続

さ
れ
る
よ
う
応
援
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
多
く
の
善
い

こ
と
、
残
念
な
事
も
あ
り

ま
し
た
が
今
は
懐
か
し
く

良
き
思
い
出
で
す
。
県
立

病
院
を
担
う
す
べ
て
の
組

合
員
、
職
員
ら
の
方
々
の

仕
事
に
対
す
る
熱
意
と
共

に
、
良
い
医
療
・
良
い
看

護
を
目
指
し
て
関
わ
り
、

学
ば
せ
て
頂
い
た
こ
と
に

深
く
感
謝
し
、
病
院
組
合

の
団
結
と
一
層
の
発
展
を

願
い
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。
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初
代
松
井
委
員
長
の
後

を
受
け
委
員
長
に
な
っ
た

当
時
、
循
環
器
呼
吸
器
病

セ
ン
タ
ー
が
廃
止
と
な
り

一
宮
市
民
病
院
、
稲
沢
市

民
病
院
、
津
島
市
民
病
院

に
看
護
師
や
医
療
技
術
者

が
派
遣
さ
れ
、
数
年
後
に

は
職
員
が
派
遣
先
の
市
の

職
員
に
割
愛
採
用
さ
れ
る

か
、
愛
知
県
職
員
と
し
て

戻
る
か
を
決
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
り

ま
し
た
。

家
庭
の
事
情
等
が
あ
る

な
か
、
県
と
市
の
賃
金
・

労
働
条
件
な
ど
を
病
院
事

業
庁
か
ら
説
明
を
し
て
も

ら
い
、
職
員
が
判
断
し
た

結
果
、
派
遣
期
間
が
終
了

し
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
。

派
遣
期
間
中
に
様
々
な

問
題
で
退
職
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
職
員
に

対
し
、
組
合
が
力
に
な
れ

な
か
っ
た
「
く
や
し
さ
」

は
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

人
事
評
価
制
度
の
給
与

へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
、

説
明
が
不
十
分
な
た
め
に

内
容
を
十
分
に
理
解
で
き

な
か
っ
た
た
め
か
、
さ
ほ

ど
組
合
員
か
ら
の
反
対
も

な
く
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
組
合
員
と
話
を

す
る
と
看
護
部
以
外
で
は
、

病
院
事
業
庁
か
ら
説
明
の

あ
っ
た
人
材
育
成
に
必
要

な
「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」

が
し
っ
か
り
さ
れ
て
な
く
、

た
だ
単
に
評
価
結
果
の
伝

達
の
み
に
終
わ
っ
て
い
る

な
ど
人
事
評
価
制
度
と
は

程
遠
い
実
態
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
現
在
で
も
実
態

は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
場
で
は
病
棟
看
護
師

の
「
7
対
１
」
配
置
、
12

時
間
夜
勤
の
2
交
代
制
の

導
入
が
あ
り
ま
す
。

「
7
対
１
」
の
看
護
体
制

は
診
療
報
酬
の
改
定
に
合

わ
せ
て
「
増
収
」
を
目
的

と
し
た
こ
と
で
し
た
。

現
場
は
職
員
が
多
く
配

置
さ
れ
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
来

年
度
は
、
入
院
患
者
の
減

少
等
に
よ
り
が
ん
セ
ン
タ
ー

で
は
看
護
師
定
数
の
削
減

と
な
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
16
時
間
夜

勤
に
つ
い
て
は
問
題
が
多

く
、
医
労
連
、
看
護
協
会

が
話
し
合
い
を
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
12
時
間

夜
勤
の
２
交
代
制
に
つ
い

て
全
国
的
に
見
直
し
が
始

ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
「
業
務
整
理

が
で
き
な
い
」
と
し
て
い

た
看
護
師
さ
ん
が
長
時
間

夜
勤
、
日
勤
者
の
減
員
に

な
る
こ
と
で
業
務
整
理
し
、

問
題
と
な
っ
て
い
た
日
勤

か
ら
深
夜
、
準
夜
か
ら
日

勤
の
勤
務
体
制
が
な
く
な

る
こ
と
で
12
時
間
夜
勤
の

２
交
替
制
を
希
望
す
る
組

合
員
が
多
く
、
試
行
を
１

年
か
ら
２
年
間
ほ
ど
実
施

し
て
導
入
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
時
間
が
週
38
時
間
45

分
に
な
ら
ず
、
そ
れ
で
も

問
題
な
い
と
考
え
る
管
理

職
が
い
ま
し
た
が
、
病
院

事
業
庁
の
指
導
に
よ
り
週

38
時
間
45
分
が
厳
守
さ
れ
、

週
休
が
２
日
減
っ
て
も
導

入
し
た
い
と
試
行
が
継
続

と
な
っ
て
い
る
病
棟
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ
以
外
に
も
様
々
な

問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

病
院
事
業
庁
、
愛
知
県
職

員
組
合
の
三
役
、
執
行
委

員
、
書
記
の
皆
様
の
お
力

添
え
に
よ
り
解
決
で
き
た

と
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
組
合
活
動

の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

(3) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース 10周年記念号 2017年３月１日


